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≪地域医療連携推進の基本方針≫ 

1. 顔の見える連携 

 

5. 24 時間救急受け入れ体制 

 2. 地域連携パスと逆紹介の推進 6. 地域医療福祉連携室を通じた地域包括型連携の推進 

 3. 紹介患者の迅速予約と優先診療 7. 高額医療機器の共同利用推進 

 4. PHS による Dr.Direct Call 8. 地域医療研修センターの利用の推進 

 

ｚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

Vol.34

４４４

４４ 

 

今年４月より岩手県立中央病院消化器外科の科長を拝命しました臼田昌広です。消化器外科は消化器センタ

ーの外科部門として、消化器系外科疾患（食道、胃、小腸、結腸、直腸、肛門、肝臓、胆道、膵臓、脾臓、 

副腎）、乳腺・甲状腺を除くヘルニアなど腹部全般の外科的疾患を担当しています。消化器センターカンファ

レンスは消化器内科、消化器外科、がん化学療法科、放射線診断科、放射線治療科が参加して毎週月曜日、 

金曜日の２回行われ、手術適応、集学的治療、Conversion surgery（化学療法後手術）について多角的に 

検討して治療方針を決定しています。特に悪性疾患では複数診療科連携が重要と考え、最適な治療を提供  

できるように心がけています。 

当科では各分野の手術について鏡視下（胸腔鏡、腹腔鏡）手術が積極的に導入されています。癌の手術とし

て根治性のクオリティを下げずにより低侵襲で負担の少ない手術を考えています。胃や大腸に加え 2011 年か

ら肝切除も完全腹腔鏡下手術を積極的に行っており、東北地方では数少ない肝葉切除を完全腹腔鏡下に行う 

病院となっています。手術侵襲の大きい食道癌に対しても胸腔鏡下切除を導入し、リハビリチームと連携して

早期リハを進めています。一方で高度進行がんについては血管合併切除、血行再建、抗癌剤治療後手術など  

高度な技術を積極的に行い、がんの根治を目指しています。日本肝胆膵外科学会の高度技能専門医修練施設（A）

にも指定されており、高難度手術も積極的に手がけています。他施設で切除不能と判断された患者さんについ

てもご相談いただければ、手術の可能性を含めて治療法を再検討するようにしています。消化器外科は対象  

疾患の範囲が広いということから、緩和医療（緩和ケア科）や栄養管理（NST チーム）、その他感染管理（感

染管理部）など専門性を活かしたチーム医療でケアの充実を図っています。連携施設の先生方と密に協力し  

合うことで、当科は高度急性期病院としての役割を果たすことが可能となり、地域全体での患者さんのシーム

レスなケアができていると考えています。 

この地域の医療に関わる皆様、

各人各施設が持つ力を発揮しあ

い病気で辛い思いをしている 

患者さんを支えていけるように

力を合わせましょう。どうぞ 

よろしくお願いします。 
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日本の糖尿病患者数は遂に１０００万人を超え、４０歳以上の４人に１人が糖尿病という時代に 

なりました。糖尿病は、食事・運動管理、内服薬や注射薬の注意点、新しい治療法、体調不良時の  

対応、皮膚病変の予防・対処などの知識が必要になります。 

今後、医療機関だけではなく、様々な場面で糖尿病患者さんと接する機会が増えることが予想され

ます。医療機関での治療と普段の療養生活は密接に関係しており、介護保険施設などに入所中の高齢

者や在宅で支援を受けている高齢者など、糖尿病治療や生活支援のポイント、トラブル時の対処方法

など様々な職種が協力をしながら糖尿病患者さんを支えていく必要があります。 

当院では、平成２５年から「糖尿病療養指導チーム」を組織し、院内の糖尿病治療・療養の質向上

だけでなく、地域の病院・医院・施設・介護事業所の方々と連携をとり、治療法から食事・リハビリ

まで糖尿病治療・管理全般についての勉強会や意見・情報交換を行っています。 

その柱となっているのが「糖尿病ネットワーク勉強会」です。近郊の医療機関、薬局、施設などを

対象とし、参加職種は医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・臨床検査技師・理学療法士・作業療法士・

ケアマネジャー・介護福祉士と多彩です。勉強会の内容は糖尿病治療や療養指導などに関する講義の

他、昨年度より多職種での座談会を行い普段直接お話しする機会の少ない各職種で意見交換を行って

います。それぞれの立場からの意見や経験・ノウハウ・疑問点などについて、普段聞けないお話を  

聞くことができ、自分の仕事にも生かせる大変貴重な場になっていると思います。 

「糖尿病ネットワーク勉強会」は年４回、偶数月の最終木曜日に１９時より中央病院 4 階大ホール

で開催しています。アンケート結果に基づき勉強会の内容を決める他、時期や最新情報などホットな

話題も取り上げております。詳細は当院ホームページ、連携室だより、岩手県医師会報でご案内して

おり、糖尿病患者さんに関わる医療従事者・介護従事者などどなたでも参加可能で、事前申し込みは

不要です。座談会もとても和やかな雰囲気ですので、是非お気軽にご参加ください。 

 



- 3 - 

 

 

 

+- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住 所

電 話 / FAX

診  療  科  目

月 火 水 木 金 土 日

8：45~12：00 ● ● ● ● ● ● 休

14：30～17：30 ● ● 休 ● ● 休 休

休 診 日

入 院 の 可 否 否

水曜日午後、土曜日午後、第三土曜日、日・祝日

佐藤耳鼻咽喉科医院

〒　020-0133　盛岡市青山3-6-3

☎　019-646-5557 / FAX　019-646-0861

耳鼻咽喉科

診  療  時 間

住 所

電 話 / FAX

診  療  科  目

月 火 水 木 金 土 日

8：45~12：00 ● ● 休 ● ● ● 休

14：30～17：20 ● ● 休 ● ● 休 休

休 診 日

入 院 の 可 否 否

佐藤皮膚科医院

〒　020-0133　盛岡市青山3-6-3

☎　019-646-5311 / FAX　019-643-6663

皮膚科

診  療  時 間

水曜日、土曜日午後、第３土曜日、日・祝日

今回は、盛岡市の 

『佐藤耳鼻咽喉科医院』『佐藤皮膚科医院』

をご紹介します。 

登録医 

ご紹介コーナー 

登録医ご紹介コーナーに登場してくださる先生を募集しております。地域医療福祉連携室にご連絡ください！ 

県立中央病院の諸先生並びに看護師･スタッフの

皆様には日頃大変お世話になりまして厚く御礼 

申し上げます。 

医療法人佐藤耳鼻咽喉科医院、又医療法人佐藤皮

膚科医院は昭和５８年１２月に青山三丁目に開業

し、３４年が経ちました。当院では耳鼻科･皮膚科

の連携のもと関連有る疾患等を協力して診療に当

たっております。その上で両科共に検査、手術など

入院が必要な患者さんを中央病院にお願いし、快く

お引き受け頂いており、耳鼻科の遠藤先生、皮膚科の森先生にお世話になることは勿論のこと、ペイン  

クリニックの野口先生には帯状疱疹関連痛の方をお願いしておりますし、皮膚症状から全身疾患の存在を

疑い内科･外科の先生にお願いすることもございます。あらためて感謝申し上げます。 

耳鼻咽喉科医院では､一般耳鼻科疾患に加えアレルギー性鼻炎の診療においては舌下免疫療法（ダニ､

スギ）にも力を入れており、めまいの診療や禁煙治療もおこなっております。 

皮膚科医院の方では近々佐藤隆亮医師が診療に加わり二診制となり一層患者さんへの対応が広くなり､

待ち時間も短くなると思います。診療時間も現在の所別掲の通りですが多少の変更も予定しております。 

今までも県立中央病院の連携を頂いて外来診療をして参りましたが、両院ともに地域の皆様の健康な 

生活にお役に立てる医療機関であり続けるよう尚一層の努力を続けて参りますので今後とも宜しく  

お願い申し上げます。 

 

 

佐藤耳鼻咽喉科医院 

院長 佐藤 護人 先生 

佐藤皮膚科医院 

院長 佐藤 雅子 先生 
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平成 29 年 11 月より、管理栄養士が配置されていない医療機関に通院中の患者さんを対象とした、

当院管理栄養士による外来栄養食事指導を行っております。お陰様で地域の先生方より、何件か 

ご依頼をいただいている現状です。ここに、紙面をお借りいたしまして、厚く御礼申し上げます。 

当院の栄養管理科は、管理栄養士 9 名と事務員、調理師、一部委託業者で運営をしています。 

管理栄養士の中には、糖尿病療養指導士、いわて糖尿病療養指導士、病態栄養認定管理栄養士、 

がん病態栄養専門管理栄養士、NST 専門療法士、栄養経営士など学会認定の専門資格を取得して 

いる管理栄養士もおり、業務の質の向上に努めております。また、調理師も糖尿病教室の調理指導 

など集団指導の一端を担っており、メニューコンテストへの挑戦などをして患者さんに喜んでいた

だける食事の提供を心がけております。S－1ｇ（エス・ワン・グランプリ）で大賞を頂いたメニュ

ーは、入院患者さんへ提供している他に、外来患者や一般の方も利用できるよう院内食堂でも提供

をお願いしております。 

 患者さんへよりよい食事療法の指導を行えるよう努力してまいりますので、今後も外来栄養食事

指導のご依頼をいただきますようよろしくお願い致します。 

【地域連携外来栄養食事指導の概要】 

対象患者：かかりつけの先生が外来栄養食事指導実施目的で、当院に紹介した患者さん。 

実施方法：当院の総合診療科医師の診察後に当院の管理栄養士が外来栄養食事指導を行い、 

指導結果をかかりつけの先生に速やかにご報告いたします。 

県立中央病院イベント情報 
◆第22回 糖尿病ネットワーク勉強会◆ 
日時：平成30年10月25日（木）19時00分～20時00分 

テーマ：『すぐに役立つ 糖尿病のフットケアと予防のためのスキンケア』 

対象：糖尿病治療に携わる医師、看護師などの医療従事者、 

糖尿病患者に関わるケアマネジャー、訪問看護師、 

介護福祉士などの介護従事者 

講師：小野寺 直子特任看護師（皮膚・排泄ケア認定看護師） 

会場：岩手県立中央病院 ４階大ホール 

お問い合わせ：総合診療科外来 TEL 653-1151（内線2157）  
  
◆第 60回 健康講座◆ 
日時：平成30年12月22日（土）14時00分～ 

テーマ：「色々あります、不整脈」 

対象：一般市民 

講師：循環器内科長 他 

会場：プラザおでって（盛岡市中ノ橋1-1-10） 

※参加費、事前申し込み不要 

お問い合わせ：業務企画室 TEL 653-1151（内線2384） 


